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1. 緒言

 洋風化の浸透により動物性食品の摂取量が、年々増加すると共に成人病が増勢する］)ことにつ

いて、川島2〕や平山3｝は癌予防および老化防止に緑黄色野菜の摂取の必要性を強調している。こ

の野菜の摂取量は、徐々に上昇傾向にあるがA⊃、未だ理想的な摂取量(一人一日当たり100g)に

対して不足(特に若者は肉過多摂取)している。好まれる野菜と調理法の選び方が年齢と性別

によって大きく変化している5)から家庭や集団においても、それらの構成員に応じて好まれる野

菜の種類と調理法が選ばなければならない。その指針を得るために前門5〕では21種類の野菜の

10通りの調理法、計50通りの野菜料理に対する嗜好性に関するアンケート調査について分析し、

その結果として、嗜好性は調理法よりも野菜の種類によるところが大きいこと、年齢に伴って

野菜料理を好む傾向が高まること等を報告した。しかしこれらの結果について、次のような疑

問を残した。嗜好性が野菜の種類によってきまることは、アンケート用紙における質問項目(野

菜、調理法)の並べ方との関係による可能性である。すなわち、使用したアンケート用紙では、

同一野菜に関する種々の調理法が並べられているため、一般に連続する質問項目に対する嗜好

性の間に著しい相違がない限り、調理法が異なっても同一の嗜好段階にマークを付ける可能性

が高いと考えられる。従って、この調査に用いたアンケートの質問の並べ方では、同一野菜に

対して嗜好性が類似するという結果になりやすい。このことから前報5〕の年齢に伴って野菜を好

む傾向が高まるという結果は、データを各年齢段階に分け、その段階の平均年齢を説明変数と

し、解答をした各嗜好段階の人数のその年齢段階の全人数に対する比率を目的変数とした回帰

分析の結果である。すなわち、この結果は同じ人の嗜好性が年齢に伴って変化することを意味

しない。近年のように食生活の背景が急速に変化したことの影響は無視できないが、その変化

は年齢に伴う変化に含まれている。

 ここで扱ったアンケートは、各設問に対して5つの嗜好段階のいずれかを選択する択一マーク

方式になっているので、同一の質問項目に関する6個の変数の問には密接な関係がある。しかし、

前報5)の分析では50通りの野菜と調理法の組合わせに対する各6通りの嗜好段階(5つの嗜好

段階に無解答を加えた6段階)を選んだ人数をそれぞれ50×6個の独立した変数として扱った。

嗜好性は個人の傾向であるにもかかわらず、回報5〕では集団における傾向としてとらえている。

ある野菜、調理法に関する各人の嗜好段階と、同じ野菜に対する異なる調理法、異なる野菜に

対する同じ調理法のように関連のある項目に関する各人の嗜好段階の関連性は検討されていな
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い。

 これらの悶題点のうち、アンケート項目の並べ方に関連のある事項は、同一の小集団に対して

質問項目の並べ方を変えたアンケートを行ない、それらの結果を比較すればよい。しかし、嗜

好性のような自分臼身についてさえ判断のしにくい質問が多数並んだ場合、質問の順序をその

内容と関係をなくすために無作為に並べると、並べ方によっては解答者に混乱を招き、その結

果、回収率が大幅に下がることや、いずれの段階にもマークを付けない解答者が増えることは

避けられない。年齢に伴う変化に関連のある事項は、長年月にわたり多数の人に対して追跡調

査をすればよいが、そのような調査は困難であり、従って解決する方法はない。

 そこで今回は前鞭に用いたアンケート結果について、択一選択方式の特徴と側人の選択傾向

を活かしながら、同一の野菜の異なった調理法に対する嗜好性の間にみられる関連を検討し、各

野菜料理の嗜好性に及ぼす調理法の影響とその年齢に伴う変化を考究した結果を報告する。

2. 調査および統計処理の方法

 この報告は、前鞭の結果について、上述の立場から検討を加えたものである。嗜好性は年齢

に伴って変化するので、前報5〕と同様にアンケートの結果を男性では10、女性では11の年齢段

階に分けて扱った。

 同一野菜に関する調理法が嗜好性に及ぼす影響の検討は、2っ以上の調理法について調査をし

た次の11種類の野粟を対象とした(カッコ内は取りあげた調理法の種類):ピーマン②、ほう

れん草(7)、春菊(5)、ねぎ類(7)、ちしゃ類(2)、三つ葉(4)、せり(2)、広島菜類(3)、小松菜(2)、にら

(2)、パセリ(3)、およびブロッコリー(2)である。

 これらの野菜について、同一野菜に関する調理法の組合わせは、ほうれん草とねぎ類では各21

通り(7×6/2)、春菊では10通り(5×4/2)、三つ葉では6通り(4×3/2)、広島菜類と

パセリでは各3通り(3×2/2)、ピーマン、ちしゃ類、せり、小松菜、にらおよびブロッコリー

では各1通り、計70通りである。

 アンケートにおける嗜好性の段階は「非常に好き」・「好き」・「好きでも嫌いでもない」・「嫌

い」および「非常に嫌い」の5段階である。これらのいずれの段階にもマークを付けなかった人

数は無視できないので、それを「無回答」として扱い嗜好段階は6段階とした。

 2つの調理法に対する嗜好性の関連は、X2による6×6分割表における一様性の検定法6｝に

よらなければならない。しかし、6×6分割表において頻度が小さい項が出現しやすいので、「非

常に好き」と「好き」の2段階と「嫌い」と「鼻常に嫌い」の2段階をそれぞれ合計して扱い、

4×4分割表として検定を行った。

 この検定では、大部分の回答は両方の調理法に対して同じ嗜好段階を示す4×4分割表の対角
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線上とその両側に集中し、それら以外の頻度は十分でなく、検定結果に誤差が生じる。しかし、

濁度が5以下の項をなくすために、性別・隣接する年齢段階あるいはこれ以土の嗜好段階の頻度

を合計して扱うことは好ましくない。この問題を解決するために次の方法を川いた。すなわち

2っの調理法に対して同一の嗜好段階の回答をした人数をかぞえ、それを実測値とする。次にそ

れぞれの野菜・調理法に対して各嗜好段階の回答をした人数より、両者に対する嗜好段階の選

択が相互に独立に行われたときに同じ段階を選択する人数を求め、これを期待値とする。これ

らの聞にみられる差をFを川いた実測百分率と理論百分率の比較法0)によって検討した。この際、

4×4分割表において合計して扱った嗜好段階は合計しなくてよい。しかし、実測値と期待値を

それぞれの嗜好段階に分けて求め比較すると、6×6分割表あるいは4×4分割表において生じ

たと同じく実測頻度5以下の場合が多くなるので、嗜好段階のいかんにかかわらず一致した嗜好

段階を選んだ人数を扱った(取りあげた両方の調理に対して、各嗜好段階のそれぞれを選んだ

人数の合計)。従って、ある項目についてそれぞれの嗜好段階を選んだ人が他の項目についてど

のような嗜好段階に変ったかに関する情報は扱えない。

3. 結果および考察

 3・1. 4×4分割干に関する検定結果

 男性10の年齢段階と女性11の年齢段階の各々について、上記70通りの野菜・調理法2っず

つの組合わせに関する(D「無回答」、②嗜好段階「非常に好き」と「好き」を「好き」とみなし

て合計、③「好きでも嫌いでもない」、㈲「嫌い」と「非常に嫌い」を「嫌い」とみなして合計

した4x4分割表1470分目［(野菜・調理法の組合わせ70通り)×(年齢段階21)］について

xzによる一様性の検定を行ない、結果の一部を表1に示した。

 この結果は調査および統計処理の方法に記したように、両方の調理法に対して、同一の嗜好段

階の回答をしたことを意味する対角線上とその両側の隣接項に大部分のデータが集中し、それ

ら以外の項の頻度が低くκ2検定に適さない。しかし、各分割表を検討すると嗜好性に関する種々

の情報が得られる。表1の(1)から③に示した例について説明を加える。

 表1の(1)に示した40才代の男性におけるねぎ類の「なま物」と「汁物」に対する嗜好性にお

いて、「なま物」に対して無回答であった17名のうち12名までが「｝1物」対しては有効な段階

の回答(「非常に好き」から「非常に嫌い」まで)をしている。「なま物」と「汁物」の両方に

対して92名が「好き」の回答をしているか、両調理法に対する嗜好段階の選択が相互に独立. (無

関係)であると仮定したとき、このような人が現われる期待値は(111×104)/174＝66. 34

名であり、実測値は期待値の1. 39倍弱あたる。「汁物」に対して「好きでも嫌いでもない」の段

階の回答をした54名のうち、「なま物」に対して「好き」の段階の回答をした13名は、表1の
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     表1同一野菜の異なる調理法に対する嗜好の関連性

〔1)40才代の男性・ねぎ類

調
理

なま物 (めん類と食用)

法
嗜好段階

無回答 好き脈打嫌 い 合 計

汁
 
 
 
物

無 回 答

D    き

Dきでも凾｢でもない

?   い

5
6
5
1

5      1

X2      5

P3     34

P      0

0
1
2
3

11

P04

T4

T

合   計 17 111      40 6 174

X。z＝ 145. 1自由度:9有意水準:0. 05以下独立係ta＝O. 674. 

度数5以上:8度数5以下:8

(2)小学生の男性・ちしゃ類

調
理

なま物 (パン類と食用)

法
嗜好段階

無回答 好 き下側嫌 い 合 計

酢
の
物
・
あ
え
物

無 回 答

D    き

Dきでも凾｢でもない

?   い

3
2
2
0

1       1

Q4      2

V      8

P      4

0
1
1
4

5
2
9
1
8
9

合   計 7 33     15 6 61

X。2＝ 42. 2自由度:9有意水準:0. 05以下独立係数＝0. 639

度数5以上:3度数5以下:13

③高校生の女性・広島菜類

調
理

煮 物

法
嗜好段階

無回答 好
  好きでもき  嫌いでもない

嫌 い 合 計

漬
 
 
 
物

無 同 御

D    き

Dきで も
凾｢でもない

?   い

16

P7

S
2

1      0

P6     20

P      9

P       1

0
6
4
8

17

T9

P8

P2

合   計 39 19     30 18 106

X. 2 ＝ 5 7. a自由度;9右'意水浄＝005以下独立係数昌0. 592

度数5以上17度数5以下二9
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(1)では多いように見うけられるが、両調理法に対する嗜好段階選択が相互に独立であると仮定

すると、このような人が現われる期待値は(111x54)/174＝34. 45名となり、実測値であ

る13名は期待値の38％に過ぎない。すなわち、両三理法に対して同じ嗜好段階を選択する傾

向がみられる。

 表1の②に示したノ」vY生の男性におけるちしゃ類の「なま物」と「酢の物・あえ物」に対する

嗜好性において、両方の調理法に対して「好き」の段階の回答をした人数は24名であるが、嗜

好段階の選択が相互に独立に行われたと仮定したときに期待される人数は(29x33)/61＝

15. 69名で、実測値はその1. 53倍にあたる。すなわち、「なま物」が好きな人は調理法が「酢の

物・あえ物」に変っても好きである傾向が強い。「なま物」に対して「好き」・「酢の物・あえ物」

に対して「好きでも嫌いでもない」の回答をした人数は7名であり、これに対する期待値は(18

x33)/61＝9. 74名となり、実測値は期待値をやや下回る。両調理法に対して「嫌い」の回

答をした人数は4名で、少ないように見うけられるが、この期待値はO. 89名であり、実測値は

その4. 49倍にあたる。

 表1の③に示した高校生の女性における広島菜類の「煮物」と「漬物」に対する嗜好性におい

て、57名が異なる嗜好段階の回答をしている。異なる嗜好段階を選ぶ人数の期待値は［(106一

(17×39)＋(59×19)＋(18×30)＋(12×18)］/106＝82. 04名で、実測他はその69

％である。同じ嗜好段階を選んだ人数は49名、その期待値は23. 96名であり、実測値は期待値

の2. 05倍に達する。「煮物」に対して「好きでも嫌いでもない」の回答をし、「漬物」に対して

「好き」の回答をした20名は多いように見うけられるが、このような人数の期待値は16. 70名

で、実測値はその1. 2倍である。この差は有意とみなされない(後に記した17の値は1. 23であ噂

る)。すなわち、「煮物」と「漬物」では全く異なる感じを受ける調理法であるにもかかわらず、

調理法が変わっても1司じ嗜好段階を選ぶ人数が多い。

 このように1470通りの4x4分割表を調べると多量の情報が得られるが、それぞれを検討し

て行くと同一の野菜に関する異なる調理法の嗜好性について同じ嗜好段階を選んだ人数は、両

者に対する選択が相互に独立に行われたときよりも多い傾向がうかがえる。

 3・2.  同一嗜好段階を示す人数の実測値と期待値の比較

 先に示した4×4分割袋では、同一野菜の異なる調理法に対して同一の嗜好段階を選ぶ傾向が

見うけられるが、4×4分割表では、頻度5以下の項が多いためにX2の値が正しい値よりも大き

く見積られるので、x2検定に適さない。つまり、上に示した例では実測値の期待値に対する三

三を記したが、実測値と期待値の差が有意とみなせるかどうかについて触れていない。

 このようなデータについて、2っの質問項目に対する嗜好段階選択の関連性を検討する必要が

あり、次の方法を用いた。すなわちアンケートにおける嗜好段階は「非常に好き」(段階1)、「好

き」(段階2)、「好きでも嫌いでもない」(段階3)、「嫌い」(段階4)、および「非常に嫌い」(段
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階5)の5段階である。これらに無回答(段階0)を加えて6段階とする。質問項目Aについて

それぞれの嗜好段階を選択した人数をnal、 nne、 nms、 nM、 nasおよびnanとし、質問項目Bに対

してそのような選択をした人数をnB1、 nB2、 nB3、 nm、 n5およびnB。とする。2っの質問項目に関

する嗜好段階の選択が相互に独立であると仮定したとき、一致した嗜好段階を選択する人数の

期待値はΣn＾ジ晦/nで表わされる。ただしnは各年齢段階の人数で、iは0から5まで変化す

る。両項目に対して同じ嗜好段階を選んだ人数の実測値を、このようにして求めた期待値と比

較する。比較はFを用いた実測百分率と理論百分耶の比較法による。

 例えば、表1一(1)に示した例について記すと、質問項目Aは「なま物」、質問項目Bは「汁物」

であり、n昌174、 nN＝50、 nA2＝61、 nna＝40、 nA4＝5、 nA5＝1、 rLth＝17、 nBt＝41、 nee

＝63、nne＝54、 npt＝4、 nB5＝1およびnoo＝11である。従って、期待値は［(50×41)＋(61

×63)＋(40×54)＋(5×4)＋(1×1)＋(17×11)］/174＝47. 48となる。実測値

は表3に示すように122である。

 3・ 3. 同一嗜好段階選択率

 同一の嗜好段階牽選択した人数の実測値の方がその期待値より大きい場合に、それらの問の差

を有意とみなせるかどうかの検定を、次の式によって行なった。

        F ＝ n2g/nip

  ただし、nt＝2(n-k＋1)、 de＝2臥g＝1-p

   、Fの自由度はn、とmpである。

 上に記した例では、k＝122、 p＝47. 48/174二〇. 273である。従って、

   F ＝ 244 × O727/106/O. 273 一 6. 13

. となる。nl＝100、碗＝200におけるα;005のFは1. 32、α＝ O. OlのFは1. 48である。す

なわち、実測値と期待値の問の差はO. Olの水準で有意とみなせる。以後記載の便宜上、このよ

うな実測値の期待値に対する比率(この例では122/47. 48＝2. 6である)を同一嗜好段階選択

率と呼ぶ。

 ほうれん草に関する7通りの調理法より選んだ2っずつの調理法の組合わせ(7×6/2＝21)

の各々について、30才代の法論にみられる同一の嗜好段階を選択した人数の実測値を上記の方

法で求めた期待値と比較した。その結果を表2に例示した。

 ほうれん草に関する7通りの調理法はアンケート用紙では「妙め物」、「鍋物」、「煮物」、「丼物」、

「汁物」、「酢の物・あえ物」、「蒸し物」の)IKIに並んでいる。この表に示すように、同一嗜好段階

選択. 率は1. 59(忌め物一高の物・あえ物)から2. 68(煮物一丼物)までである。ほうれん草は

極めて普通の野菜で、ここで取りあげたのは普通の調理法である。従って、同一嗜好段階選択

串は他の野菜に見られる値より小さい(表3参照)。

 「煮物」一「丼物」(2. 68)、「鍋物」一「煮物」(2. 45)、「丼物」一「蒸し物」(2. 39)、「煮物」
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野菜の調理法に対する同一嗜好段階選択率

一「蒸し物」(2. 34)、「丼物」一「'il物」(233)のようによく似た感じを受ける調理法の間で

は同一嗜好段階選択率は特に高く、「妙め物」一「酢の物・あえ物」(159)、「丼物」一「酢の

物・あえ物」(1. 69)、「鍋物」一「酢の物・あえ物」(1. 74)、「汁物」一「酢の物・あえ物」(1. 75)

のように、あまり似ていると感じられない調理法の間ではこの率はあまり高くない。一般によ

く似た感じを受ける調理法はアンケート用紙で並んでいるのでこの率が高い。しかし、アンケー

ト用紙で並んでいても「妙め物」一「鍋物」(191)、「汁物」一「酢の物・あえ物」(1. 75)、「酢

の物・あえ物」一「蒸し物」(1. 82)、のようにあまりよく似たと感じられない調理法の間では

この率があまり高くない。すなわち、この率が高いのはアンケート用紙における並び方のため

表2同一野菜の異なる調理法に関する嗜好性の一致

  (ほうれん草・30才代の女性)

調理法(1｝ 調理法｛2)

妙 め 物

鍋

煮

汁

物

物

物

物

酢の物・あえ物

鍋   物

煮   物

証   物

汁   物

酢の物・あえ物

蒸 し 物

煮   面

立   物

汁   物

酢の物・あえ一

丁 し 物

丼   物

品   物

酢の物・あえ物

蒸 し 物

汁   物

酢の物・あえ戸

籍 し 物

酢の物・あえ物

蒸 し 物

品 し 物

実測値  期待値  選択率   F。 nt rt 2

皿
山
菊
菊
お
姐
η
鎗
田
認
騒
8
9
蕊
⑩
5
8
η
U
6
9
2
8
6
3
3
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

畿
譜
蠕
㎝
一
鶴
罐
鑑
翻
麗

7
6
7
7
7
7
7
7
7
6
7
7
6
6
6
7
6
7

7
4
7

0
q
》
り
乙

3
2
1

7
7
7

聖
典
些
些
粥
鑑
裾
鑑
薦
鵜
慨

川
目
目
皿
凱
騨
躍
一
一
謄
迎
謄
僻
剛
鰹
監
監
肥

a
3
.
 
a
3
a
a
a
5
4
.
 
Z
4
1
0
 
4
Z
 
5
a
a
a
a
5
1
2

川
州
m
囎
麗
拗
囎
伽
田
川
悩
助
齪
蹴
幽
閉
脚
捌
㎜
鵬
蹴

鰯
川
州
獅
脚
魏
旧
訓
鎚
惣
鵬
詔
脚
脚
鵬
脚
㎜
㎜
凶
年
脚

nl＝100 n2 ＝ 200におけるF(0. 01)＝1. 48実測値と期待値の差はα01

の水準で有意とみなせる。
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だけでなく、よく似た感じを受ける調理法であるためである可能性を否定できない。

男女別の21の年齢段階における同一野菜の調理法2種類ずつの組合わせ70通りにおいて同一

の嗜好段階を選択した人数の実測値とそれらの同一嗜好段階選択率を表3に示した。この表から

分かるように、同一の野菜の異なる調理法に対して同一の嗜好段階を選択する傾向は強く、実

測値は両者に対する嗜好段階の選択が相互に独立に行われると仮定したときの期待値の約2倍か

ら3倍に達した。同じ野菜の異なる調理法に対して同一の嗜好段階を選ぶ人の比率がこのように

高いことに対して、次の2っの可能性が考えられる。

 (1)嗜好段階の選択は、同じ野菜では調理法を変えても、あまり変らないくらい野菜に対して固

定している。(2)嗜好性のように、自分自身に関することでも、あまり明瞭な判断を下しにくい

場合は、明らかな違いを感じない限りすぐ前にある質問と同じ段階にマークを付ける傾向があ

る。

 3・4平均同一嗜好段階選択率

 上記の2項についての考察を進めやすくするために、表3に示す各野菜に関する1司一嗜好段階

選択率の平均値と、同一回答を示した人数がその年齢段階の80％をこえる調理法の組合わせ数

を検討した結果を、表4に示した。

 表4に示した1司一嗜好段階選択率の平均について、年齢段階の順位を付けると、男女とも小学

生から高校生までが1位から3位までになる野菜の種類が多く、これと反対に50才代と60才代

が9年齢段階中で8位か9位(女性では10段階中9位か10位)になる野菜の種類が多い。各年

齢段階に属す人数の80％以上が同・一一の嗜好段階を選択した調理法の組合わせ数は、男性の場合、

高校生が最も多く、30才代と幼稚園児がこれに次ぐ。女性の場合は短大生、20才代、および幼

稚園児に多く、中学生、高校生、30才代および50才代がこれらに次ぐ。すなわち、若い世代に

おける嗜好段階の選択は野菜の種類によるところが大きいが、高年齢における選択は調理法の

影響を多少受けるとみなせる。これについて、次の3つの可能性が考えられる:

(1)嗜好段階の選択において、小学生から高校生までの年齢段階では、自己の嗜好があまり明確

 でないので判断を下しにくいが、高年齢では嗜好の差が明確になり判断を下しやすくなる。

②身近な野菜に関する普通の調理法では、野菜と調理法の違いをよく理解し、各人の嗜好に関

 して的確な嗜好段階を選ぶことができる。しかし身近でない野菜や調理法の場合には、その違

 いを十分理解せず「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を選ぶか、その野菜かよく似た野菜の

 最もわかりやすい調理法に対して嗜好段階を選び、他の調理法に対しても同じ嗜好段階の回答

 をする。

(3)若年齢層では野菜の種類によって嗜好段階が決まっており、調理法の影響をあまり受けにく

 い(幼稚園児については、親が判断して記入した)が、高年齢層では同一の野菜でも嗜好段階

 が調理法によって変る。
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1)男

 二

才

同一・野菜の異なる調理法に対して同じ嗜好段階の回答をした人数と、

それらの期待値に対する比率(同一嗜好段階選択率)

調車理法(1｝  訂嵩揮聖法・(2)
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用法(且)  調理法(2｝

ねぎ類(続)

物
物
物
物
物
物
物
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広島菓類
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漬物  怯め物

小松菜
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に
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パ セ

なま物

なま物

リ

滴物
ら

妙め物

酢の物・あえ物

汁物
酔の物・あえ物汁物

ブロッコリー

酢の物・あえ物妙め物

総 人 数

幼稚園児  小学生   中学生   高校坐   20才代  30才代  40才代  50才代  60才代  70才以上

人数選択率人数選択灘人数選択部人数選択串人数選択率人数選択率人数選択率人数選択率人数選択率人数避択郵

66 2. 9 42 3. 3

62 26 38 26

62 2. 6 38 Z6

51 2. 3 37 a8

56 2. 4 36 2. 4

sc 2. 4 35 2. 9

56 2. 4 35 2. 9

56 2. 5 47 S. B

62 2. 7 39 S. 1

84 3. 1 61 4. 0

44 2. 1 31 2. 6

55 22 SO 2. 1

44 Zt 31 2. 6

55 2. 2 SO 2. 1

51 2. 3 41 3. 1

IOO 32 108 2. 3

93 3. 0 105 2. 3

95 3. 0 102 2. 3

9］ 3. 1 92 2. 2

94 3. 0 97 al

］02 3. 3 109 Z2

93 2. 8 108 2. 3

92 3. 0 99 2. 2

97 2. 9.  LOL 2. 1

9. 8 3. 1 103 22

83 2. 8 89 2. 0

9. 1 2. 9 101 2. 1

82 2. 7 91 2. 2

91 2. 7 89 2. 0

87 2. 8 90 2. 1

Z4 93 Z7 131 Z7

2. 5 95 a5 126 2. 5

2. 6 99 Z6 132 Z6

2. 4 69 2. 1 111 2. S

2. 3 77 2. 4 116 2. 5

2. 7 93 2. 6 152 3. 1

2. 6 93 2. 6 144 S. 0

2. 3 80 2. 5 122 2. 6

2aA 89 2i7 133 28

2. 7 111 2. 9 150 3. 0

2. 2   72  22   1且9  2ま5

Z3 80 2. 4 128 Z6

22 72 Z2 121 Z6

Z4 82 2. 5 123 2. 6

Z3 82 Z7 131 2. 9

27 2. 4 10 2. 4 2 2. 0

31 2. 7 11 28 2 ZO

30 2. 4 ll 2. 6 2 2. 0

24 2. 2 11 2. 8 ！ 3. 0

23 2. 3 10 2. 9 O O. 0

33 2. 8 10 Z6 1 1. 0

26 2. 3 10 2. 5 1 1. 0

25 2. 5 9 2. S 2 2. 0

31 2. 8 IO 2. 5 1 1. O

so Z5 ll 2. 9 3 3. 0

23 2. 3 11 2. 9 2 2. 0

28 Z6 10 aO 1 10

21 ZO 9 2. S 2 ZO

24 Z3 10 2S 1 t. 0

25 Z6 10 3. 0 2 1. 5

43 2. 3 31 Z4 83 S. 2 93 2. 8 66 2. 3 81 Z5 125 2. 8 S2 2. 7 8 2. 5 2 1. 5

73 3. 1 45 32 108 32 121 32 73 2. 8 108 3. 6 140 S. O 3S 2. 8 9 2. 9 2 1. 5

67 2. 8 46 3. 2 102 3. 1 122 3. 2 77 2. 9

72 3. 0 40 2. 9 109 a. 3 118 3. 1 75 2. 9

71 2. 9 48 3. 5 107 3. 2 121 3. 2 77 3. 0

71 2. 9 45 3. S 100 3. t lt5 3. 1 81 32

68 2. 7 38 2. 8 103 3. 2 t16 3. 1 74 Z9

99 3. 4 lel 2. 7 28 2. 2 8 2. 3 2 1. 5

98 3. 2 132 2. 8 28 2. 3 7 2. 3 1 1. 5

99 3. 3 t36 2. 7 30 2. 5 8 2. 3 3 1. 8

99 3t2 144 2・9 34 2・8 11 2・8 2 la5

102 3. 4 134 Z7 30 2. 5 7 2. 1 2 1. 5

71 3A 48 3. 4 LO8 3. 5 t18 S. 2 81 3. 6 95 3. 5 la. 2 3. 3 31 3. 1 8 Z4 3 1. 8

45  2. 2   38  3且  91  3. 4   97  2. 9   59  2. 4   66  2r3   92  2. 1   23  2」    2  LO    2  2. 0

62 2. 6 42 3. 3 93 32 112 30 63 2. 3 83 2. 5 118 2. 7 30 2. 7 9 2. 0 2 1. 5

47 2. 3 40 3. 0 86 32 97 3. 1 71 2. 8 75 2. 3 109 2. 3 2tl 2. 4 4 1. 6 1 1. O

62 aB 52 3. 7 97 3. 2 t 14 S. 2 75 Z6 86 2. 7 127 2. 8 28 2. 3 7 1. 8 2 2. 0

61 3. 5 43 3. 5 97 38 102 31 55 2. 3 79 3. 0 120 32 23 2. 6 9 S. : 3 a. O

55 2. 7 36 3. 2 83 3. 6 104 2. 9 66 2. 7 89 3. 3 l15 29 28 2. 1 6 1. 9 1 1. 5

49 24 35 3. 2 80 3. 6 104 3. 0 65 2B B5 3. 1 118 3. 0 24 1. 9 6 1. 9 1 1. 5

66 3. 3 44 39 107 4. 7 114 3. 1 67 2. 7 103 aS 140 3. 2 :1 Z4 10 19 3 3. 0

59 3. A 41 3. 4 79 32 9. 1 29 G3 2. 6 80 2. 8 13S 3. 0 28 2. 6 6 2. 0 1 1. 5

84 61 126 t34 98 117 且74 41 且3 3
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野菜の調理法に対する同一嗜好段階選択率

2)女

表3(続)

  性

同一野菜の異なる調理法に対して同じ嗜好段階の回答をした人数と、

それらの期待値に対する比率(同一嗜好段階選択率)

纐去｛1｝  』晒去(2)

ピーマン

揚げ物

ほうれん草

物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
 
物
物
物
物
物
物
物
物
物
物
ぎ
物
物
物
物
物
物

押
倒
働
働
働
働
鍋
鍋
鍋
下
馴
月
月
煮
肝
腎
舛
舛
汁
汁
胸
脚
嫌
嫌
船
齢
鍋
鍋
鍛
丼
丼
汁
ね
嫌
鮭
蟹
蟹
鰍
嫌

焼き物

鍋物

煮物

薄物

汁物
酢の物・あえ物

蒸し物

煮物

丼物

汁物
酢の物・あえ物

蒸し物

静物

汁物
酌の物・あえ物

蒸し肥

汁 物

酢の物・あえ物

蒸し物

詐の物・あえ物

蒸し物

酢の物・あえ物蒸し物

    菊

      鍋物

      ＃物

      汁物

      蒸し物

      ＃ 物

      ～十物

      蒸し物

      汁物

      蒸し物

      蕪し物

    類

      鍋物

      煮物

      丼 物

      河・物

      酢の物・あえ物

      妙め三

口｛蟹児  小学生  巾学生  高校生  短大生  20才代  30才代  40才代  50才代  60才代 70才以上

人数選測串人数選択事人数選択＄人数高訓寧人叡遺測串人数選恢＄人数選別榔人数選駅串人民遇沢串人数還択率人数選択串
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河 野

羅法(［｝  講去(2)

ねぎ類(続)

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
煮
煮
煮
煮
丼
丼
丼
汁
汁

煮物

＃物

汁物
酢の物・あえ物

恥め物

心個
個 物

酢の物・あえ物

妙め物

汁物
酢の物・あえ物

妙め物

酢の物・あえ物

静め物

酢の物・あえ物妙め即

ちしp類
なま物

三 ツ

鍋物

鍋物

鍋物

舛物

汁物

汁物

せ

鍋物

葉

り

広島菓類

煮物

煮物

漬物

小松
煮物

に

煮物

パ セ

なま物

なま物

菜

・
り

～

酢の物・あえ物

＃物

汁物
蒸し物

汁物
黙し物

伸し物

日の物・あえ物

日物

甘め物

締め物

漬物

妙め物

 
 
 
数

物
 
物

 
 
め

汁
一
妙
人

物
リ
物

醐
繍
紛

酢の物・あえ物

汁 物

  物

幼稚園児  小学生  巾学生  高校生  短大生  20才代  30才代  40才代  50才代  60才代 70才以上

人絞運択串人敗三鼎串人数選択榔人口jfi択串人数週択廓人数選擁郭興敗選択皐日照選択率人数選択二人数遡択寧人数選択購

71 2. S 39 2. 5 112 2. 6 84 3. 4 lk5

66 2A 38 Z5 114 2. 7 73 2. 8 20

66 2. 4 38 2. 5 1！O 2. 7 70 2. 8 20

55 2. 5 33 Z2 99 Z4 73 3. 2 13

64 2. 6 :5 2. 3 95 24 68 3. ！ 23

57 2. 2 36 Z3 120 a7 82 3. 1 22

57 2. 2 36 2. 3 104 Z5 74 2. 9 21

54 24 47 2. 7 96 Z2 71 3. 0 14

60 2. 5 49 3. 0 101 Z4 72 3. 1 Z4

87 2. 8 67 4. 3 107 a6 84 3. 1 27

41 20 35 2. 4 95 Z2 68 2. B 12

52 2. 1 39 2. 6 99 Zn 69 3. 0 20

41 ZO a5 2A 9. 5 Z3 63 2. 8 10

53 Zl 39 2. 6 95 2. 4 62 2. 8 18

58 2. 8 44 2. 9 10iL 2. 5 75 3. 2 15

Z8 55 2. 9 178 2. 9 101 2. 5 18 3. 8

Z3 55 2. 9 177 Z7 9S 2. 3 16 3. 4

2. 2 es 2. 8 178 2. 7 108 2. 5 16 3. 0

16 43 2. 7 147 2. 5 85 2. 2 13 2. 7

2. 8 5t 2. 7 154 2. 5 85 2. 3 15 3. 1

2. 6 52 2. 8 181 2. 9 114 2. 7 19 4. 1

2. 3 50 2. 7 175 2. 8 106 2. 6 16 3. 1

1. 7 41 2. 6 169 Z9 91 2. 4 15 3. 4

2. 9 51 2. 8 162 2. 7 95 2. 4 18 3. 7

30 54 a9 212 32 120 2. 8 16 3. 2

1. 6 42 a7 145 2. 5 90 2S 15 3. 1

2. 5 50 2. 8 153 2. 4 96 2. 4 16 3. 3

L3  37  2. 5  且41 2. 4  87  2. 2   12  2. 4

2. 2 4tl Z4 154 25 91 2. 3 15 2. 9

1. 9 48 Z9.  166 2. 8 92 2. 5 IB ＆6

8 2. 0

8 1. 7

6 1. 正

8 2t

8 2. 0

8 1. 7

7 IS

7 2. 0

7 1. 8

9 1. 3

7 1. 7

9 2. 0

6 IA

6 1. 4

9 2. 5

53 Z9 34 2. 0 99 Z6 87 2. 9 23 2. 0 52 3. 0 149 2. 2 102 2. 3 IO IS 9 1. 4

80 3. 1 54 3. 2 122 a2 86 a. 3 28

76 30 48 3. 0 119 3. 2 87 a3 26

80 30 46 2. 9 119 32 82 3. 0 25

73 2S 50 3. 0 121 3. 4 88 3. 5 25

79 3. 0 48 2. 9 117 3. 3 9. 2 3. 6 26

73 2S 50 3. 2 118 3A 85 aA 25

2. 2 55 2. 8 194 3. 2 111 2. 5 15 Z7

2. 3 53 al 178 S. O 102 2. 4 13 Z1

2. 2 52 Z9 188 3. 1 109 2. 7 12 Z2

2. 1 47 2. 5 191 3. 1 110 2. 5 17 2. 9

2. 2 49 2S 191 S. 2 113 2. 7 t5 Z7

2. 3 50 2. 9 185 3. 0 107 2. 6 16 Z8

9 2. 1

9 1. 9

7 1. 6

10 2. 4

10 2. 4

8 1. 9

80 3. 1 57 a4 122 3. 3 94 Z5 27 2. 5 52 2. 4 171 3. 3 97 3. 0 11 Z5 7 2. 5

42 2. 3 36 2. 8 89 2S 42 2. 3 11 19 . F14 2. 4 109 2. 0 79 2. ｛ tO 2. 6

62 2. 9 49 a2 ttl 3. 1 77 3. 3 17 2. 3 4t 2. 1 157 2. 5 101 2. 6 i5 2. 6

49 2. 6 38 3. 0 106 3. 4 51 2. 6 17 22 39 2. 4 136 2. 1 86 2. 1 9 1. 8

61 3. 0 49 2S 118 3. 0 92 2. 0 21 2. 3 51 2. 5 154 2. 6 9q 2. 2 10 1. 9

65 3. 6 45 3. 8 114 3. 6 78 3. 7 23 3. 5 50 3. 6 142 a9 8A 2. 5 11 2. 6

55 a6 38 2. 6 97 3. 3 77 3. 2 23 2. 9 44 a7 161 :. 2 76 Z4 9 1. 5

52 25 38 Z8 90 3. 2 77 3. 2 20 Z6 44 Z7 155 3. 0 8S 2. 6 9 1. 4

72 3. 1 46 3. 2 115 3. 7 91 3. 9 27 3. 3 59 3. 4 188 3. 5 11S 3. 4 18 Z4

6 L1

7 1. 5

6 1. 1

7 1. 7

9 3. 2

9 3. 3

8 2. 8

10 32

60 3. 3 42 3. 5 89 3. 2 58 3. 6 21 Z8 46 3. 0 151 2. 5 91 2. 4 5 1. 1 6 1. 6

87 67 t4n 106 al 64 230 143 21 12

4 2. 7

3 2. 4

4 2. 7

2 2. 7

4 2. 7

3 2. 4

4 2. 7

2 27

4 2. 7

S 2. 4

3 2. 4

3 2. 4

2 2. 7

4 2. 7

2 2. 7

3 2. 0

9 2. 4

3 2. 4

3 2. 4

4 2. 7

2 ZO

2 2. 0

1 1. 3

3 童. 3

4 1. 6

3 1. 3

3 3. 0

3 24

3 3. 0

3 3. 0

4 2. 7

:1 3. 0

4
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野菜の凋理法に対する1司一嗜好段階選択率

 表4に示した同一嗜好段階選択率は、同一の野菜でも調理法の組合わせによって異なると考え

られるので、同一野菜に対する異なる調理法のすべての組合わせ70通りについて同一嗜好段階

選択率の平均(各年齢段階における比率の合計を年齢段階の数で除した仙)を求めた。ただし

70才以上は人数が少ないので除き、同じ嗜好段階を選んだ人数がその年齢段階の人数の80％を

越える年齢段階の数を表5に示した。

 3・5. 調査野菜に対する調理法と嗜好との関係

 表3、表4および表5より次のことがわかる(なお参考のために、回報5の表5に記した各野

菜に対する嗜好の概要も付記した)。すなわち、異なる調理法に対して同じ嗜好段階のli;11答を選

ぶ率が高い。嗜好段階の選択が野菜の種類によってきまり調理法の影響を受けにくいのは、せ

り、にら、三つ葉、パセリ、ブロッコリー、容菊、および小松菜である。また調理法によって

好まれる程度が異なる野菜の場合は、調理法に対しての同一嗜好段階選択率はあまり高くない。

しかし、平均比率は調理法の組合わせと年齢によって異なる。

 12種の野菜とその調理法ついて考察した結果の概要は次の通りである。

  3. 5・1. ピーマン:「揚げ物」と「焼き物・妙め物」の2通りの調理法では、好まれる程

度(前報5〕の表2の評価の値)は低く、調理法によって異なり、「揚げ物」よりも「焼き物・妙め

物」を好まれる。同一嗜好段階選択率は、男性では2. 49、女性では2. 33とあまり高くない。し

かし、この率は年齢段階によって大きく異なり、男性では小学生、中学生Jll校イ:1. ＼および30

才代(2. 6～3. 4)、女性では中学:生、高校生、およひ短大生(2. 8～3. 1)で商い。しかし他の年

令段階では、あまり高くない(男性では2. 3以下、女性では2. 5以下)。

 すなわち、上記の年齢段階では、この野菜に対する嗜好は調理法を変えても変らない［. /しかし、

それ以外の年齢段階では「揚げ物」と「焼き物・妙め物」というよく似た感じの調PI！法であっ

ても嗜好段階が異なるので、このような年齢を含む家庭における調理では「揚げ物」よりも「焼

き物・妙め物」を選ぶとよい。

  3・5・2. ほうれん草:「妙め物」、「鍋物」、「煮物」、「丼物」、「汁物」、「酢の物・あえ物」

および「蒸し物」の7通りの調理法を対象とした。好まれる傾向が強い野菜で、「酢の物・あえ

物」と「認め物」が特に好まれる。最も好まれる「酢の物・あえ物」に対する嗜好段階は他の

調理法に対するそれと異なり、この調理法と他の調理法に対する1司一嗜好段階選択率は2. 0以』ト

で、このような人数が80％越える年齢段階はない。

 年齢によってもこの比率は大きく異なり、男性の20才代では低い(1. 85)。小学生ではこの

比率が調理法の組合わせによって大きく変動し、「酢の物・あえ物」と仙の調理法の問ではこの

比率は2. 0以下であるが、他の組合わせでは3. 0以上である。女性では短大生(2. 62)において

同一嗜好段階選択率が他の年齢よりも高く、「酢の物・あえ物」に対しても20以下の値を取ら

ない。「酢の物・あえ物」に次いで好まれる傾向の強い「妙め物」について、男女ともこの比率
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        表4 平均同一嗜好段階選択率と1司一嗜好段階の回答をした人数が

           80％をこえる組合わせ数(年齢段階・野菜種類別)

    1)平均同一嗜好段階選択率:それぞれの野菜について、2種類の調理法の各組合せの、同一嗜好段

      階選択率を求め、その合計を組合せ数で鮒つた値。

    2)組合せ数:各年齢段階に属する人数の80％が、同じ嗜好段階の回答をした調理法の組合せ数。

    3)上妃の組合せ数の内、アンケート用紙上で連続した項目に関する組合せ数を()で示す。

1)男     性

野菜種類

年令段階

ピーマン(1)

  平均
  組合せ数

ほうれん草(21)

   平均

   組合せ数

春   菊(10)

   平均

   組合せ数

ね ぎ 類(21)

   平均

   組合せ数

D
 
数

鰍
均
龍

や
平
組

しち

三 ツ 葉(6)

   平均

   組合せ数

せ   り(1)

   平均

   紐合せ数

広島菜類(3)

   平均

   組合せ数

小松菜(1)
   平均

   組合せ数

に   ら(1)

   平均

   組合せ数

パ セ リ(3)

   平均

   組合せ数

ブロッコリー(1)

   平均

   組合せ数

組合せ数の合計

幼稚園児 小学生  中学生  高校生  20才代  30才代  40才代  50才代  60才代

2. 17 2. 72

2. 12 Z73
1 〈1)

2. 69 3. 33
4 (3) 1 (1)

2. 40 2. 81
1 (1) 1 (1)

2. 30

2. 90

5 (3)

3. 29

1 (1)

2. 37

2. 39

3. 15

3. 44

313

277 3. 74
    1 (1)

3. 47

2. 80

3. 38

3. 54

3. 43

3. 36

3. 22 3. 37 2. 15 3
n
O
1

2 2. 28 1. 78

2. 50 2. 10 1. 85 2. 04 2. 23 2. 35
    2(2) 2(2) 1(1)

3. 65 2. 79 2. 51 2. 78 2. 74

 1 6〈3) 1 1(1)

2. 86 2. 15 2. 38 2. 47 2. 66

1(1) 3(2) 1〈1) 3〈1) 3(2)

3. 16 2. 78 2. 32 2. 53 2. 81

35

P

2

2. os

239

4 (2)

2. 18

2. 37 2. 59
1 (1) 5 (1)

2. 71

3. 18 3. 15 2. 95 3. 35 2. 80 2. 52

5(3) 6〈3) 1 6(3) 2(1) 2(1＞

3. 51 3. 20 3. 60 3. 48 3. 34
1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

3. or O

O
1

3 2. sc

3. 19 3. 24 2. 56
    1 (1)

385 3. 10 2. 30

2. 37

2. 66

3. 03

2. 37

2. 84

3. 21

3. 07

2. 40

226

2. 56

3. 97 3. 00 2. 73 3. ee 3. 03 2. 13
1 (1) 1(1) 1 (1) 1(1)

3. 24 2. 94 2. 65 2. 75 2. 98 258

2. 54

5

4
1

2

2. 42

1. 53

1. 82

3. 25

L90

2. 00

12 (9) 3 (3) 9(6) 21 (13) 4〈2) 15 (9) 7(5) 4 (2) 10 〈3)
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野菜の調理法に対する同一嗜好段階選択一

斗4(続)

1)平均同一嗜好段階選択率:それぞれの野菜について、2種類の調理法の各組合せの、同一嗜好段

  階選択率を求め、その合計を組合せ数で割った値。

2)組合せ数:各年齢段階に属する人数の80％が、同じ嗜好段階の回答をした調理法の組合せ数t

3)上紀の組合せ数の内、アンケート用紙上で連続した項目に関する組合せ数を( )で示す。

2)女 性

野菜種類

年令段階

ピーマン(1)

   平均

  組合せ数

ほうれん草(21)

   平均

   組合せ船

隊

ね

 菊(10)

平均

組合せ数

ぎ 類(21)

平均

組合せ数

b
 
数

(
 
せ

類
均
合

や
平
組

しち

三 ツ 葉(6)

   平均

   組合せ謝

せ   り(1)

   平均

   組合せ数

広島菜. 類(3)

   平均

   組合せ数

小松菜(1)
   平均

   組含せ数

に   ら(1)

   平均

   組合せ数

'ぐ セ  リ (3)

   平均

   組合せ数

ブロッコリー(1)

   平均

   組合せ数

組合せ数の合計

幼稚園児小学生 中学生 高校生 短大生 20才代 30才代 40才代 50才代 θ0才代

2. 46 2a20

2. 26 2. 09

1 (1)

2. 80

1. 92

3. 07 2. 89 2. 12 2. 28 2. 14 2. 02 1. 26

2. 27 2. 62 2. 06 2. 06 220 2. 52 2. 06

    4 (3) 2 〈2) 1 (1) 1 (1) 4 (2) 3 (1)

2. 38 3. 26 3. 02 3. 56 3. 29 2. 78 3. 10

6(3) 1〈1) 4〈2) 3(1) 5(3) 5(3) 2(1)

2. 30 2. 32

2. 38 2. 60 2. 40 2. 90 2. 20 2. 57 2. 62 2. 32 3. 17
2(2) 1(1) 1(1) 2(2) 5(3) 1(1) 1(1) 4(3)

2. 95 2. 03 2. 63 2

9
1

2 1. 99 3. 00 2. 23

 1

2. 95 3. 03 3. 28 3. 35 2. 22 2. 78 3. 10
6 〈3) 1 (1) 6 (3) 5 (3) 6 (3) 3 (1) 5 (3)

3. 11 3. 42 332 2. 49 2. 50 2. 41

！ (1) 1 (1＞ 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

260

3. 02

3. 63

3. 00 3. 10 2. 73 2. 13

2. 85 3. 01 1. 98 2. 33
    1 (1) 1 (1)

3. 76

2. 't3 2. 87

1 (1)

3. 27 3. 54

3. 63 3. 69 3. 50

327

2. 30 2. 20

2. 53 2. 56

3. 61 2. 87

3. 40 3. 43 2. 93 2. 93 323
    1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

3. 23 3. 63 2. 76 2. 99 2. 50

2. 33

2. 57

3. 04

227

2. 23

2. 53

2. 80

2. 38

1. 81

7

1
1

2

166

1. 38

2. 57 2. 05

1(1) 2(1)

2. 54

2. 33

1. 94

2. 57

2. 47

1. 23

1. 68

3. 18

1. 77 3. IO

l(1)  畳(1)

1. 06 1. 64

17(11) 4(4) 13(8) 12(7) 19(13) 18(11) 10(7) 2(2) 10(7) 7(3)
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表5同一嗜好段階選択率の平均と同一嗜好段階の回答をした人数が

  80％を越える年齢段階数(野菜種類・調理法の組合せ別)

男  性 女  性 男  性 女 悟…

調 理 法
肇択鷲船せ数 肇二黒組合せ数

調 理 法
潜鴨組合緻 肇択率a 組合せ数

ピーマン(1)
1ね ぎ類(統)

揚げ物 焼き物 ＊ a49    鳳 2. 33 鍋物   汁物 259    2 2. 47 1

一辱曹一即 一卿一一一一一一 脾薗曹曽 噂 窄 一一噂一一雫 r ■卿 辱一 「一曹一 嘘轄冒一一 曽 炉  曹 一 櫓一 H雫

ほうれん草(2墓) 鍋物   酢の物・あえ物 a4？    1 2. 41

妙め物 鍋物 ＊ 2. 38 2. 21 鍋物   妙め物 2. 48 258

妙め物 煮物
2. 31 a15 煮物   丼物  ＊ a73    5 a71 3

妙め物 舛物 2. 27 2. 09 煮物   汁物 a60    2 2. 47

妙め物 汁物 a26 2. Ol 煮物   酢の物・あえ物 2. 63 2. 53

妙め物 酌の物・あえ物 LB7 L74 煮物   妙め物 2. 6？ 2. 73 旦

妙め物 蒸し物 2. 夏8 2. 02 丼物   汁物  ＊ ag3    5 292 6

鍋物 煮物 ＊ 2. 44    2 2β1    2 丼 物   酢の物・あえ物 2. 40    1 2. 33

鍋物 割物 2. 47    1 2. 45 丼物   妙め物 2. 艀 255

鍋物 汁物 a30 242    置 汁物   酢の物・あえ物＊ 2. 32 2. 17

鍋物 酢の物あえ物 ［. 88 L78 汁物   妙め物 2. 40 2. 36

鍋物 蒸し物 2. 32 2. 35 酢の物・あえ白妙め物   ＊ a64 2. 76 1

煮物 丼物 ＊ 2. 63    4 2、64    6 平均 ＊ 264   〃 262 14

煮物 汁物 2. 40 a54    2 平均 247    7 243 3
■ 騨 騨  一 - 曽    臼 膚   曽 噂  門  一 一   .  一 辱 脚一 r 【 騨 一 一 r  曹 一 曹 静   雫 需 甲P 騨 嘩 P喝一 一 一 曽 輔 曽 冑 門 曹 P

煮物 醜の物・あえ物 L99 1. 83 ちしゃ類(D

煮物 蒸し物 a40 2. 34 なま物   酢の物・あえ物＊  2. 6L曹曽曽一町曽哨FPP甲尋脚一ρ曽曽曽髄一一HF一鱒弓。2. 31 2

璽憎曽炉停脚噂一F鱒F一P一弓一一一一曽｝曹

丼物 汁物 ＊ 2. 60    2 2. 56    3 三 ツ 葉(6)

丼物 酢の物・あえ物 L91 L80 鍋物   丼物  ＊ aO9    6 a83 7

持物 蒸し物 獄48 a54    2 鍋物   汁物 a87    3 2. 73 5

汁物 酢の物・あえ物＊ L89 L87 鍋物   蒸し物 2. 87    4 2. 68 5

汁物 難し物 2. 46    1 a42 丼物   汁物  ＊ 2. 96    4 2. 82 7

酌の物・あえ物蒸し物 ＊ L97 1. 95 丼物   蒸し物 ao3    7 aB5 6

平均零 232   8 23'   〃 汁物   蒸し物  ＊ 2. 82    4 2. 83 5

平均 223   2 2〃    5 平均 ＊ ao3   14 283 19

春  菊(10)
騨辱印一- 一甲曽髄P ドーPP卿一一一一 一艀一曹嘩炉辱層辱噂一印一噂曽一鴨冑沖軒一一P脚噌

平均匿一噂一一｝唱噂r鴨薩■ρ曽一曽脚一糟曽 a則    '4喋鱒PP一一 印圏 曹臨曹曽曽瞬  甲 曽P再一一 冒凹 噂 一 噌 炉 a77 '6

なま物 鍋物 ＊ 2. 59 256 せ   り(D

なま物 丼物 2. 68 2. 63
鍋物   酢の物・あえ物＊匿 ｝ F 一 騨 一冒- 曽 一 曽 - 囎 噂 軒 噌 一  P 一再甲 聯  翫26    5一尉一門噌膚噌P一一印一一齢一一憎一息雫P卑一一. 一92. 85 6

なま物 汁物 Z62 255 広島菜類(3)

なま物 蒸し物 2マ3 2. 70 煮物   漬物  ＊ 2. 39 a23

鍋物 丼物 ＊ 3D2    4 3』8    5 煮物   噛め物 2. 70    1 a61

鍋物 汁物 2！18    3 2. 90    6 漬物   臨め物  ＊ a56 233

鍋物 蒸し物 a69    且 2. 80    ［ 平均 ＊ a48 a28

岡田 汁物 ＊ 2、86    2 ag2    5 平均r辱 辱R一昌 曽 膚脚 r 一 噌 一一 r噂r一一一一冒 270    1曹一 曹 嘩噌噂rrP一 曝曜 曹曽停曹輔 騨 一噛一 曽一曹曽 曽曽一辱261

丼物 蒸し物 2. 96    3 3. 03    6 小松菜(D

汁物 蒸し物 ＊ 291    2 2. 91    4 煮物   滴物  ＊ a79    2 2. 40 2
冒P雫｝ 騨 冒麿 幽冑 一 謄r一回 卑 r一弓 騨- ρ一 一 r伽一P帰一一騨幽曽噂r雫騨r輔■曽一曽齢酵H-9辱一. 

平均＊ 285    8 289   14 に   ら(D

平均 274    7 且77    ゑ3 煮 物   妙め物   ＊ 3. 14 3. 30

曽 曽噂r 片r早鼻曜 r 鴨曽曽   r FP一嚇曽需一 一 噂 膚 噂PP
胴一一 曹 薩 r  沖  p r 嘱  【 曹 一 曽 曽 一 蛉 一 rP噂r 印 國 脾麿曽膚 炉 曽一rrP一 曜■P冒曽噌 脚｝P 早 辱騨辱■

ね ぎ 顛(21)
騨F嘱一r 圃一 麿噂曹噂r r-r価単圃一層一舳 パ セ リ(3)

なま物 鍋物 ＊ 2、5且 a33 なま物   酢の物・あえ物＊ 2. 8且 2. 77

なま物 煮物 2. 44 2. 43 なま物   汁物 Z77 2. 68

なま物 丼物 2. 39 2. 32 酢の物・あえ物汁物   ＊ a20    4 3. 31 7

なま物 汁物
2. 38 2. 30 平均 ＊ 30」    4 訊04 7

なま物 酢の物・あえ物 2. 22 2. 20 平均一P  辱昂一一一曽惰糟 鴨鱒 騨噂刷一一曽 277、一一H一一雫甲一一藺芦窄一噂一np卿辱r一冒「曹曹一響曝一. 268

なま物 妙め物 2. 33 2. 20 プロ写コり一(D

鍋物 煮物 ＊ a70    1 2. 82    3 酢の物・あえ二二め物   ＊ 2. 88 2. 70

鍋物 丼物 2£1    2 a57    1

選択率の平均:各年齢段階に関する1司一噌二段階選択率の合計を、年齢段階数で割った値(ただし、70才以上を除⇔t. 

 ＊ :アンケート用紙において連犯した凋理法の組合せを示す。
平均＊:アンケート朗紙において運続した組合ぜの選択率の平均に関する平均(該当する巌択串の平均を合計し、組

    合せ数で割った値｝'t

平均:それら以外の組合せに関する平均u

注
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野菜の調理法に対する1司一嗜好段階選択率

は2. 0以下であるが、他の組合わせでは3. 0倍以上である。女性では短大生(2. 62)において同

一嗜好段階選択率が他の年齢よりも高く、「酢の物・あえ物」に対しても20以下の値を取らな

い。「酢の物・あえ物」に次いで好まれる傾向の強い「下め物」について、男女ともこの比率は

あまり高くない。

 アンケート用紙において連続した項目に関する同一嗜好段階選択率の平均と、それ以外の平均

の間に明らかな差は認められない。すなわち、この比率は調理法の並べ方には関係が少ないと

考えられる。

 ほうれん草は極く一般的な野菜であり、その主な調理法によって食べる機会が多く、各種の調

理法はよく認識されており、それらに対する嗜好性をよく理解した上でアンケートの回答がな

されたと考えられる。「酢の物・あえ物」と「妙め物」は、他の調理法より好まれ、他の調理法

と区別して認識されているとみなせる。

  3・5・3. 春菊:「なま物」、「鍋物」、「丼物」、「汁物」、および「蒸し物」の5通りの調理

法を対象とした。年齢に伴って嗜好が変化する(好きになる)傾向が最も強い野菜の1っである

が、調理法によって評価が異なり、同一嗜好段階選択率が高い。この傾向はよく似た感じを受

ける調理法である「鍋物」、「丼物」、「汁物」および「蒸し物」の間で著しい。しかし、やや感

じが異なる「なま物」と他の調理法の組合わせでは、他の組合わせと比べると同一嗜好段階選

択率がやや低い。男性では小学生、中学生(3. 1～4. 6、平均は3. 33～3. 65)において、女性で

は小学生、中学生、高校生、短大生、20才代および30才代(2。4～4. 8、平均は2. 78～3. 56)に

おいて特にこの比率が高いが、50才代の男性(1. 9～2. 8、平均は2. 35)と、40才代の女性

(1. 8～2. 7、平均は2. 30)において、この率はあまり高くない。「蒸し物」は好まれる傾向が他

の調理法に比べて低い調理法であるが、同一嗜好段階選択率は「なま物」以外の調理法相互の

間にみられるこの比率と変らない。

 アンケート用紙において連続した調理法の問でも、「なま物」と「鍋物」のように異なる感じ

を受ける調理法の問では、この比率(男性では2. 59、女性では2. 56)は高くなく、連続しない

調理法でも「丼物」と「蒸し物」のようによく似た感じを受ける調理法の間ではこの比率(男

性では2. 96、女性では3。03)が高い。

 春菊は伝統的な野菜で、いずれも知られた調理法をあげたが、各調理法に対する無回答率が低

く、しかも「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階の回答率がほうれん草やねぎ類のようによく

知られた野菜のそれよりも低い。従って、この野菜の各調理法に対する嗜好段階の選択は、そ

れぞれの料理のレ分に理解した上で行われ、また「なま物」に対する評価が低く、他の調理法

と同じ嗜好段階を選んだ人数が少ないのは、アンケートにおける調理法の並べ方のためでなく、

「なま物」として食用する習慣が少ないためと考えられる。また、男性では小学生から中学生ま

で、女性では小学生から30才代までにおけるこの野菜に対する嗜好性は、それぞれの人によっ
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て決っており、調理法の影響を受けにくい。しかし男性では50才代、女性では40才代におい

て、調理法の違いによって嗜好が異なる。

  3・5・4. ねぎ類:「なま物」、「鍋物」、「煮物」、「丼物」、「汁物」、「酢の物・あえ物」、お

よび「妙め物」の7通りの調理法はいつれも身近なものであるが、調理法によって好まれる程度

が異なり、この傾向は特に女性で回しい。また年齢に伴って嫌われる傾向が弱くなる。同一嗜

好段階選択率は男性では2. 32から2. 93まで、女性では2. 17から2. 92までである。男女とも「鍋

物」、「煮物」、「丼物」、および「汁物」のように、よく似た感じを受ける調理法の問においてこ

の比率はやや高く、それら以外の組合わせではあまり高いとも、低いともみなせない。しかし、

この比率は年齢によって異なり、男性ではノト学住(2. 81)と中学生(2。86)、女性では高校生

(2. 90)と50才代(3. 17)において高い。また、同一年齢段階内でも調理法の組合わせによっ

て比率が大きく変動する。男性では幼稚園児において、「鍋物」一「煮物」(2. 9)、「丼物」一「汁

物」(3. 1)のようによく似た感じの調理法の組合わせでは高く、「なま物」一「酢の物・あえ物」

(2. 1)、「なま物」一一一「妙め物」(2. 0)、「丼物」一「酢の物・あえ物」(2。1)、「汁物」一「酢の

物・あえ物」(2. 1)、および「汁物」一「妙め物」(2. 2)のように、違った感じを受ける調理法

の間ではこの比率は低い。小学生では「なま物」一「煮物」(2. 9)、「鍋物」一「煮物」(33)、

「煮物」一「丼物」(2. 9)、「煮物」一「汁物」(2. 9)、「煮物」一「酢の物・あえ物」(3. 8)、「煮

物」一「妙め物」(3. 1)、「丼物」一「汁物」(4. 0)、「酢の物・あえ物」一「妙め物」(3. 1)の

間で高く、「汁物」一「妙め物」(2. 1)、および「丼物」一「妙め物」(21)の問で低いmこの中

にはよく似た感じを受ける調理法の組合わせが含まれる。中学生では「なま物」を除くすべて

の調理法の組合わせにおいて高い(27～3. 3)。女性では小学生において「なま物」一「煮物」

(2. 8)、「なま物」一「妙め物」(3. 0)、「煮物」一「妙め物」(3. 0)、「丼物」一「汁物」(4. 3)、

「酢の物・あえ物」一「妙め物」(2. 9)の問で、高校生では「汁物」と「なま物」以外の組合わ

せ、30才代では「鍋物」、「煮物」と他の組合わせ、50才代ではほとんどすべての組合わせにお

いて高いが、これはそれぞれの調理法をよく理解しなかった結果であると考えられない。

 アンケート用紙において連続した項目である「鍋物」一「煮物」(男性では2. 70、女性では

2. 82)、「煮物」一「丼物」(男性では2. 73、女性では271)、「丼物」一「汁物」(男性では2. 93、

女性では2. 92)では同一嗜好段階選択率が高く、そのような人が各年齢段階の人数の80％を越

える年齢段階は、他の調理法相互の組合わせにおけるよりも多いが、選択率は3倍に達しない。

また、これらはよく似た感じを受ける調理法である。同一嗜好段階選択率があまり高くないこ

とから、ねぎ類の各種調理法に対する嗜好段階の選択はアンケート用紙における質問の並び方

と関係なく、それぞれの調理法を十分理解した上で行われたと考えられる。

 すなわち、この野菜は日常よく使われ、従ってこの報告で取りあげた調理法の種類が多い。好

まれる傾向が強いばかりでなく、大部分の調理法はよく理解された上で嗜好段階について回答
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されたと考えられる。

  3・5・5. ちしゃ類＝「なま物」と「酢の物・あえ物」の2通りの調理法を対象とした。好

まれる傾向にある野菜であり、この傾向は特に女性では著しい。男性では嫌いの傾向が年齢に

伴って減少する。よく似た感じの上記の2つの調理法では同一嗜好段階選択率はあまり高くない。

すなわち、これらの調理法はよく理解された上で回答されたと考えられる。しかし、同一嗜好

段階選択率が高い年齢段階があり、男性では中学生(3. 2)、女性では年齢による差が大きく幼稚

園児(2. 9)、高校生(2. 9)、および20才代(3. 0)において高い。2っの調理法しか取り扱わな

かったので、嗜好段階の選択が野菜の種類によるものか、それが調理法によって変るものかは

判断できない。

  3・5・6. 三つ葉:「鍋物」、「丼物」、「汁物」および「蒸し物」の4通りの調理法を対象

とした。これらはいずれも伝統的な調理法である。男女による嗜好の程度の差が最も小さく、調

理法による差も小さい。年齢に伴って好きになる傾向が強くなる。同一嗜好段階選択率が高く、

このような人数が各年齢段階の構成の80％以上を占める無稽段階が多い。この率が高い傾向は

男女とも30才代以下(女性では短大生を除く。男性では290～3. 35、女性では2. 78～3. 35)で

著しい。

 アンケート用紙において連続した「鍋物」一「丼物」(男性では3、09、女性では2. 83)、「丼物」

一「汁物」(男性では2. 96、女性では2. 82)の間では同一の嗜好段階を選んだ人数の比率が特に

高いが、連続していなくても「丼物」一「蒸し物」(男性では3. 03、女性では2. 85)では高い。

すなわち、この野菜の各調理法に対する嗜好段階の選択には、アンケート川紙における並び方

はほとんど影響がない。

 このように同一嗜好段階選択率が高いことは、この野菜に対する嗜好が人によって定まってお

り、ここで扱ったようなよく似た感じを受ける調理法相互の間では、調理法によって変らない

ためであると考えられる。

  3・5・7. せり:好まれる傾向が弱い野菜である。このことは特に女性において著しい。

また、年齢に伴って好まれるようになる。同一嗜好段階選択率が高く、そのような人が80％を

越える年齢段階が多い。この率は年齢に伴って減少する。すなわち、「鍋物」と「酢の物・あえ

物」という全く異なる感じの2っの調理法を取りあげたが、この野菜に対する嗜好は人によって

固定しており、女性の高校生、短大生、20才代と50才以上以外の年齢段階では、調理法を変え

ても嗜好段階が変らない。

  3・5・8. 広島菜類:一般に好まれる傾向が強い野菜である。「煮物」、「漬物」および「妙

め物」というそれぞれ異なる感じを受ける3通りの調理法を取りあげた。評価は調理法によって

大きく異なり、年齢に伴って好まれる傾向が強くなるF］好まれる程度は性別と調理法によって

大きく異なる。異なる感じを受ける調理法を取りあげたので、同一嗜好段階選択率ばあまり高
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くない。しかし、この率は男性では！卜学生(3. 13)、巾学生(3. 27)、高校生(3. 00)、女性では

小学生(3. 00)、中学生(3. 10)で高い。「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を選択する人数

が多いので、特に上記の年代ではあまりょく認識されていない野菜であると考えられる。

 この比率はアンケート用紙において連続していない「煮物」一「妙め物」の組合わせにおいて

最も高い年齢段階が多い。従って、この野菜の各調理法に対する嗜好段階の選択は、アンケー

ト用紙における質問の並び方にはほとんど影響されない。

 すなわち、高年齢層では各調理法を理解した上で回答したと考えられるが、若年齢層ではこの

野菜はあまりよく理解されていない可能性が考えられる。

  3・5・9. 小松菜:やや好まれる野菜である。性別によって好まれる程度が異なり、年齢

に伴って好まれる程度が強くなる。同一嗜好段階選択率は、男性では小学生、中学生および高

校生、女性では幼稚園児と中学生で高い。選ばれた調理法は「煮物」と「漬物」であり、とも

に伝統的であるが異なる感じの調理法である。しかも、「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を

選択する人数が多いので、特に上記の年代ではあまりょく認識されていない野菜である可能性

が考えられる。

  3・5・10. にら:調理法によって好まれる程度が大きく異なる。年齢に｛半って好まれる

ようになるが、その程度はあまり著しくない。同一嗜好段階選択率が最も高い野菜の一つであ

る。この比率は男性では20才代と50才代(2. 30と2. 56、他は303～3. 85)を除くすべての年

齢段階で、女性では幼稚園児から20才代まで(3. 50～3. 76)で著しく高い。選ばれたのは「煮

物」と「妙め物」で感じが違う調理法である。すなわち、調理法によって嗜好段階を変えるこ

とができにくいほど人によって嗜好性が分かれている野菜であると考えられる。

  3・5・11. パセリ:これまでに扱った野菜は、好まれる傾向にある(前報の表2におけ

る評価が正の値をとる)野菜である。しかし、これは嫌われる傾向にある。嫌われる程度は特

に女性で著しい。年齢に伴って「非常に嫌い」の人数が減少する。「なま物」、「酢の物・あえ物」

および「汁物」の3通りの調理法を扱った。同一嗜好段階選択率が高い。この比率は男女とも40

才代以下で高い。この傾向は嫌われる傾向の強い「酢の物・あえ物」と「汁物」の閤で著しい。

 同一嗜好段階選択率は、アンケート用紙において連続した調理法の組合わせにおいてやや高い

ように見受けられる。しかし、連続した調理法の組合わせが2っ、連続しない組合わせが1っし

かない。しかもそれらの間に見られる選択率の差は小さい。従って、アンケート用紙における

並び方に関係なく回答が行われたと考えられる。

 すなわち、調理法のいかんにかかわらず、嗜好性が人によって定まっている野菜であると考え

られる。

  3・5・IZ ブロッコリー:好まれる傾向が性別と調理法によって大きく異なり、年齢に

伴って「嫌い」と「非常に嫌い」の割合が減少する。同一嗜好段階選択率は、全年齢を通じて
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みるとやや高めであるが、年齢によって大きく異なり、男性では幼稚園児から高校生までと40

才代(2. 94～3. 38)、女性では幼稚園児から高校生までと20才代(2. 99～3。63)で特に高い。男

性では50才代以上、女性では30才代以上において、この比率はあまり高くない。すなわち、新

しい野菜であるが、これらの年齢以上ではよく認識されていると考えられる。しかし、選ばれ

た調理法は「酢の物・あえ物」と「妙め物」という感じの異なる調理法であるにもかかわらず

若年齢層では同じ嗜好段階を選ぶ人数が多い。これはあまりょく認識されていないためか、あ

るいは調理法を変えても洋風化により変らない程度嗜好が確立しているためか判断しにくい。

4. 結論

 アンケートの回答が択一選択方式であることをいかしながら、それぞれの野菜料理に対して選

択した嗜好段階の関係を検討し、次のような結論が得られた。

 それぞれの野菜に対する嗜好の程度は各人によって決っており、若年齢層では、調理法を変え

ても嗜好の程度を大幅に変えられる可能性は少ないが、高年齢層では調理法によって嗜好段階

が多少変ることが明らかとなった。

5. 要約

 前報と同様、昭和63年7月から11月に行なった下関市とその近郊に住む男性851名、女性

909名について、21種類の野菜に関する10通りの調理法門50の野菜料理に対して行なったア

ンケートを用い、各野菜料理に対する各人の嗜好段階選択の関係を、択一選択回答方式の特徴

をいかしながら調べ、次の結果が得られた:

 1. 男性では10、女性では11の年齢段階の各々について、同一野菜の2つの調理法に対する

 嗜好段階選択の関係を4×4分割表(70組合わせx21年齢段階、計1470の表)を用いて

 検討した結果、同一野菜の異なる調理法に対して同じ嗜好段階を選ぶ傾向が認められた。

2. 同一野菜の異なる調理法に対する嗜好段階の選択が調理法相互に無関係になされたと仮定

  したときに、同一の回答をする人数の出現期待値を求め、これと対応する実測値をF分布に

  よる実測百分率と理論百分率の比較法によって検討し、以下の結果が得られた。

  1)多くの組合わせにおいて、実測値は期待値の2倍から3倍までである(実測値の期待値

   に対する比率を以下では選択率を呼ぶ)。すなわち、調理法が異なっても同じ野菜に対し

   ては同じ嗜好段階を選ぶ傾向がみられる。

  2)選択率はほうれん草、ねぎ類のように食べる機会が多い野菜では低く、せり、にら、三

   つ葉、パセリ、ブロッコリー、春菊、小松菜のようにあまり頻繁に食べられない野菜で
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  は高い。

3)選択率は好まれる(前報の表2の評価の値が高い)野菜あるいは調理法では低く、あま

  り好まれない野菜では高い。

4)選択率は同じような感じを受ける調理法の問では高い。

5)選択率は若年齢層では高く、高年齢層ではあまり高くない。

 6)選択率とアンケート用紙における調理法の並べ方の間には明らかな関係は認められな

  い。

3以上の結果より、各種野菜料理に対する嗜好性について次のように結論される:各人の嗜

好段階の選択は野菜の種類によってきまる。若年齢層における嗜好段階選択は調理法を変え

てもあまり変らないが、高年齢層では調理法によって多少変る。

 本研究にあたり、統計処理や種々のご指導を賜った水産大学校教授前田弘博士および本学学長

高井徹博士、並びに当調査にご協力下さった多くの方々に記して厚く謝意を表します。
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